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カ
タ
ナ
式
配
列 

 
 

縦
書
き
日
本
語
特
化
配
列 

作
者 

大
岡
俊
彦
（
脚
本
家
・
ア
マ
小
説
家
） 

  

カ
タ
ナ
式
と
は
、「
縦
書
き
日
本
語
を
大
量
に
打
つ
」
に

特
化
し
た
キ
ー
配
列
で
あ
る
。
由
来
は
、「
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ

ョ
ン
か
ら
す
ぐ
打
て
る
、
日
本
を
意
識
し
た
言
葉
」
か
ら
。

縦
書
き
を
意
識
さ
せ
る
「
縦
に
持
つ
イ
メ
ー
ジ
」
も
意
識
。 

ロ
ー
マ
字
入
力
式
で
、
右
手
母
音
・
左
手
子
音
の
、
左

右
交
互
打
鍵
系
（
行
段
系
）
に
属
す
。 

作
者
の
職
業
か
ら
、
打
ち
込
む
文
章
は
脚
本
・
小
説
を

想
定
し
て
い
る
。 

 

最
大
の
特
徴
は
、
こ
れ
ま
で
の
キ
ー
配
列
が
「
五
十
音

を
打
つ
」
の
み
を
目
指
し
た
の
に
対
し
て
、「
五
十
音
を
打

っ
た
後
の
、
漢
字
変
換
操
作
・
確
定
作
業
」
ま
で
視
野
に

入
れ
た
こ
と
だ
。
カ
ー
ソ
ル
、
リ
タ
ー
ン
、
バ
ッ
ク
ス
ペ

ー
ス
（
以
下
Ｂ
Ｓ
）
を
中
心
に
据
え
、
執
筆
の
主
役
、
右

人
差
し
指
担
当
と
し
た
。
も
う
小
指
で
リ
タ
ー
ン
は
押
さ

せ
な
い
ぜ
！ 

ロ
ー
マ
字
入
力
で
は
、
子
音
と
母
音
が
ほ
ぼ
交
互
に
現

れ
る
。
十
字
キ
ー
を
挟
ん
で
利
き
手
サ
イ
ド
の
右
が
母
音
、

左
が
子
音
だ
（
左
利
き
用
の
左
カ
タ
ナ
式
は
近
日
登
場
）
。 

日
本
語
の
海
に
、
こ
の
カ
タ
ナ
を
武
器
に
斬
り
こ
も
う
。 
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一
、 

基
本
的
な
考
え
方 

  

私
は
脚
本
家
・
ア
マ
小
説
家
で
あ
る
。
沢
山
の
日
本
語
を
打
つ
。
一
日
に
二
千
字
か
ら
一
万
字
程
度
だ
。

脚
本
一
本
で
五
万
字
、
文
庫
一
冊
で
十
万
字
。
何
度
も
書
き
直
す
の
で
も
っ
と
打
つ
。 

し
か
る
に
、
現
行
パ
ソ
コ
ン
の
文
字
入
力
シ
ス
テ
ム
（W

in
d

o
w

s

／
日
本
語
変
換
Ｉ
Ｍ
Ｅ
／Q

W
E

R
T

Y

キ
ー
ボ
ー
ド
）
は
、
こ
の
要
求
に
足
り
な
い
と
考
え
る
。 

具
体
的
に
言
う
と
、
左
小
指
と
右
小
指
が
痛
く
な
る
（
最
も
使
う
「
Ａ
」
が
左
小
指
、
リ
タ
ー
ン
と
Ｂ

Ｓ
が
右
小
指
の
担
当
だ
か
ら
だ
ろ
う
）。
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
Ｆ
Ｊ
を
使
わ
ず
、
遠
い
キ
ー
を
よ
く
使
い
、

つ
ま
り
無
駄
な
動
き
が
多
い
。
そ
れ
だ
け
疲
労
す
る
。
そ
こ
で
私
は
何
十
万
字
の
打
鍵
経
験
か
ら
、
新
し

い
合
理
的
な
キ
ー
配
列
を
つ
く
る
こ
と
に
し
た
。 

 

ま
ず
独
自
の
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
使
う
こ
と
に
し
た
。
人
差
し
指
と
小
指
を
一
直
線
に
並
べ
た
と
き
、

中
指
と
薬
指
は
長
い
の
で
、
ひ
と
つ
上
の
キ
ー
が
自
然
と
考
え
る
。
八
指
を
一
直
線
に
並
べ
る
従
来
の
ホ

ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
、
特
別
な
訓
練
を
受
け
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
為
の
も
の
だ
と
思
う
。
無
理
の
な
い
自
然

な
指
の
置
き
方
が
、
一
番
疲
れ
な
い
タ
イ
ピ
ン
グ
の
素
地
に
な
る
は
ず
だ
。 

丁
度
馬
の
蹄
の
よ
う
な
の
で
、
こ
れ
を
馬
蹄
形
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
命
名
す
る
。 

   

図 

馬
蹄
形
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン 
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基
本
的
な
設
計
思
想
は
、
以
下
の
通
り
。 

  

・
我
々
は
、
十
指
を
等
し
く
動
か
せ
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
は
な
く
、
ペ
ン
を
持
つ
作
家
で
あ
る
。
右
手
人
差

し
指
を
主
に
使
い
た
い
の
だ
。
ピ
ア
ニ
ス
ト
並
に
指
が
動
か
せ
る
な
ら
、
俺
は
ピ
ア
ノ
を
弾
く
わ
！ 

・
ロ
ー
マ
字
入
力
で
あ
る
。
我
々
は
ロ
ー
マ
字
入
力
に
す
で
に
「
慣
ら
さ
れ
て
い
る
」
か
ら
、
五
十
キ
ー

（
以
上
）
を
覚
え
直
す
カ
ナ
入
力
よ
り
、
移
行
し
や
す
い
と
考
え
た
。 

 

・
要
の
母
音
は
右
手
、
補
助
的
概
念
の
子
音
は
左
手
（
左
利
き
用
の
左
カ
タ
式
も
近
日
登
場
）。 

・
動
け
る
人
差
し
指
・
中
指
は
、
よ
く
使
う
音
担
当
。
不
器
用
な
薬
指
・
小
指
は
役
割
限
定
。 

 

・
右
手
の
担
当
は
、
五
母
音
＋
最
後
の
音
「
ん
」。
ま
た
器
用
な
手
な
の
で
記
号
関
係
も
担
当
。
句
読
点
「
、」

「
。
」
、
長
音
「
―
」
、
無
言
「
…
…
」（
三
点
リ
ー
ダ
二
文
字
）
、
末
尾
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
変
化
「
！
」「
？
」。

大
き
く
は
、「
言
葉
の
原
初
」
担
当
の
イ
メ
ー
ジ
だ
。 

 

・
左
手
は
子
音
。
濁
音
に
な
る
子
音
（
Ｋ
Ｔ
Ｓ
Ｈ
）、
拗
音
と
撥
音
を
生
む
子
音
（
Ｙ
Ｘ
Ｎ
）
は
中
央
。
そ

の
他
は
外
寄
り
に
配
置
。
大
き
く
は
補
助
的
役
割
の
イ
メ
ー
ジ
。 

  

・
「「
」」（
カ
ギ
カ
ッ
コ
開
き
閉
じ
一
文
字
戻
る
）、「
〇
」（
脚
本
表
記
に
お
け
る
シ
ー
ン
先
頭
記
号
）
な
ど

の
頻
出
記
号
も
一
キ
ー
に
割
当
。 

・
ス
ペ
ー
ス
キ
ー
を
押
し
っ
ぱ
な
し
で
離
さ
な
い
と
シ
フ
ト
キ
ー
に
な
る
（S

a
n

d
S

：
ス
ペ
ー
ス
ア
ン
ド

シ
フ
ト
と
い
う
機
能
を
利
用
）。
こ
れ
に
よ
り
、
左
小
指
が
シ
フ
ト
か
ら
解
放
さ
れ
る
。
ま
た
、
子
音
Ｋ
Ｔ

Ｓ
Ｈ
を
濁
音
Ｇ
Ｄ
Ｚ
Ｂ
に
す
る
の
に
使
う
（
濁
音
シ
フ
ト
と
呼
ぶ
）。
こ
れ
に
よ
り
、
左
手
の
運
動
量
を
減

ら
し
た
。 

   

次
頁
に
、Q

W
E

R
T

Y

配
列
、D

v
o
ra

k

配
列
、
カ
タ
ナ
式
の
キ
ー
頻
度
比
較
を
示
す
。 
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図 
各
方
式
で
の
頻
度
表 

 

 
 
 

 

Q
W

E
R

T
Y

配
列
で
の
日
本
語
入
力
は
非
効
率
だ
。
頻
出
の
「
Ａ
」
が
左
小
指
だ
し
、
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ

ン
に
使
う
キ
ー
が
集
ま
っ
て
い
な
い
。 

D
v
o
ra

k

配
列
と
は
、Q

W
E

R
T

Y

の
非
効
率
を
改
善
す
る
た
め
考
案
さ
れ
た
も
の
で
、
タ
イ
ピ
ス
ト
の

記
録
を
持
つ
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
英
語
に
関
し
て
い
え
ば
、
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
横
一
直
線
に
よ
く
ま

と
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
し
か
し
日
本
語
入
力
で
そ
の
威
力
は
発
揮
さ
れ
て
な
い
。
文
字
の
出
現
頻

度
が
、
日
本
語
と
英
語
で
異
な
る
か
ら
だ
（
左
手
酷
使
の
配
列
に
な
っ
て
し
ま
う
）。 
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旧
式
に
比
べ
、
カ
タ
ナ
式
は
頻
度
の
高
い
も
の
が
中
央
に
来
る
。
そ
の
た
め
人
差
し
指
と
中
指
が
主
に

使
わ
れ
、
薬
指
小
指
の
負
担
が
小
さ
い
こ
と
が
分
る
。
こ
れ
は
「
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
句
読
点
の
み
」
の

統
計
だ
か
ら
、
リ
タ
ー
ン
や
カ
ー
ソ
ル
、
Ｂ
Ｓ
ま
で
含
め
れ
ば
、
さ
ら
に
「
右
手
人
差
し
指
重
視
」
の
カ

タ
ナ
式
の
本
領
発
揮
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
だ
ろ
う
。 

  

ま
た
本
式
は
、
現
行Q

W
E

R
T

Y

か
ら
の
移
行
や
併
用
も
想
定
し
て
い
る
た
め
、
い
つ
で
もQ

W
E

R
T

Y

／
カ
タ
ナ
式
の
切
り
替
え
（
納
刀
、
抜
刀
）
を
出
来
る
よ
う
に
し
て
あ
る
。 

し
か
も
カ
タ
ナ
式
中
で
も
、英
数
入
力
時
とC

trl

押
し
な
が
ら
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
に
限
り
、QW

E
R

T
Y

配
列
に
戻
る
よ
う
設
定
し
て
あ
る
。
指
が
慣
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
ら
だ
（
オ
プ
シ
ョ
ン
で
選
べ
る
）。 
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二
、 

カ
タ
ナ
式 

仕
様 

  

カ
タ
ナ
式
オ
フ 

S
h

ift+
C

trl+
_

（
ア
ン
ダ
ー
ス
コ
ア
） 

デ
フ
ォ
（Q

W
E

R
T

Y

配
列
）
に
戻
る 

 

カ
タ
ナ
式
オ
ン 

S
h

ift+
C

trl+
~

（
ニ
ョ
ロ
） 

  

カ
タ
ナ
式
配
列
へ 

※ 

キ
ー
ボ
ー
ド
の
右
下
と
右
上
と
覚
え
て
ね
。 

※ 

オ
フ
を
納
刀
、
オ
ン
を
抜
刀
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
。 

  

か
な
入
力 

か
な
キ
ー
（
元
変
換
キ
ー
） 

 

か
な
入
力
モ
ー
ド
（
カ
タ
ナ
式
配
列
） 

 

英
数
入
力 

英
数
キ
ー
（
元
無
変
換
キ
ー
） 

英
数
入
力
モ
ー
ド
（Q

W
E

R
T

Y

配
列
） 

※ 

Ｍ
ａ
ｃ
ラ
イ
ク
。 

  

か
な
と
英
数
切
替 

C
trl+

ス
ペ
ー
ス
キ
ー 

 

※ 
Ｍ
ａ
ｃ
ラ
イ
ク
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

C
a
p

s lo
ck

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

A
lt+

半
角
／
全
角 

 
 

※ 

Ｗ
ｉ
ｎ
デ
フ
ォ
。 

  
C

trl

を
押
し
な
が
ら
だ
と
、
元
の
キ
ー
配
列
優
先 ※ 

C
trl+

S
, C

, V
, X

, Z
, F

な
ど
は
キ
ー
固
定
。 

  

ス
ペ
ー
ス
キ
ー
押
し
た
ま
ま
だ
と
シ
フ
ト
キ
ー
と
同
じ
、
押
し
て
離
し
た
ら
ス
ペ
ー
ス
キ
ー 

   

母
音 

Ａ
、
Ｉ
、
Ｕ
、
Ｅ
、
Ｏ 

 

撥
音 

「
ん
」
キ
ー
（
ま
た
はn

n

） 

 

長
音 

「
―
」
キ
ー 

 

促
音 

「
っ
」
キ
ー
（
ま
た
は
デ
フ
ォ
で
子
音
ふ
た
つ
。so

k
k
a

で
「
そ
っ
か
」
な
ど
） 

  

拗
音 

子
音
＋
Ｙ
＋
母
音
（k

y
a

で
「
き
ゃ
」
な
ど
）。「
ぁ
」
な
ど
小
さ
い
の
は
、
Ｘ
＋
文
字 

拗
音
や
撥
音
を
生
む
子
音 

Ｙ
（
シ
フ
ト
で
Ｘ
）、
Ｎ 

  

濁
音
に
な
る
子
音 

Ｋ
、
Ｔ
、
Ｓ
、
Ｈ
（
シ
フ
ト
で
Ｇ
、
Ｄ
、
Ｚ
、
Ｂ
） 

 

濁
音
に
な
ら
な
い
子
音 

Ｒ
、
Ｍ 

 

半
濁
音
、
外
来
語
用
子
音 

Ｐ
、
Ｆ
、
Ｖ
、
Ｊ
、
Ｃ 

 

二
重
子
音 

 

Ｃ
Ｈ
、
Ｓ
Ｈ
（
ちti

、
ぢd

i

、
しsi

、
じzi

ま
た
はji

に
対
応
） 

  

す
べ
て
デ
フ
ォ
ル
ト
ロ
ー
マ
字
入
力
に
同
じ
。
Ｌ
は
Ｘ
に
統
一
。 
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濁
音
シ
フ
ト
逆
順 

シ
フ
ト
＋
Ｋ
＋
Ａ
で
「
が
」
だ
が
、
シ
フ
ト
が
遅
れ
て
、
Ｋ
＋
シ
フ
ト
＋ 

Ａ
と
タ
イ
プ
し
て
も
「
が
」
に
な
る
仕
様
。
す
べ
て
の
濁
音
入
力
で
。 

 

記
号 

 
 

句
読
点
「
、」「
。」、「
？
」「
！
」
、「「
」
」（
カ
ギ
カ
ッ
コ
開
く
閉
じ
一
文
字 

戻
る
）、「
…
…
」（
三
点
リ
ー
ダ
二
文
字
）、
ナ
カ
グ
ロ
「
・
」
、
シ
ー
ン
先 

頭
記
号
マ
ル
「
〇
」
な
ど
。 

  

● 

カ
タ
ナ
式
で
出
来
な
い
こ
と 

  

「
縦
書
き
の
日
本
語
文
章
、
特
に
物
語
」
が
カ
タ
ナ
式
の
想
定
文
章
だ
。
便
利
さ
の
た
め
に
犠
牲
に
な

っ
た
機
能
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
縦
書
き
で
は
レ
ア
ケ
ー
ス
と
判
断
し
た
。 

  

半
角
英
数 

 

そ
も
そ
も
縦
書
き
で
半
角
英
数
と
同
居
す
る
こ
と
は
レ
ア
だ
。
英
数
キ
ー 

で
元
のQ

W
E

R
T

Y

配
列
に
戻
る
設
定
は
、
カ
タ
ナ
式
で
英
語
を
打
つ
こ
と 

を
想
定
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、Q

W
E

R
T

Y

前
提
で
出
来
た 

日
本
語
入
力
の
う
ち
、
以
下
の
事
が
で
き
な
い
。 

 

全
角
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト 

子
音
な
ら
一
文
字
打
っ
て
変
換
。
母
音
は
「
エ
ー
」
な
ど
か
ら
変
換
。 

 

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
大
文
字 

シ
フ
ト
を
濁
音
に
割
い
た
の
で
不
可
。
変
換
で
対
応
す
る
か
、
カ
タ
ナ
式 

オ
フ
（
納
刀
）
→Q

W
E

R
T

Y

か
ら
入
力
→
カ
タ
ナ
式
オ
ン
（
抜
刀
）
。 

 

な
い
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト 

 

Ｑ
、
Ｌ
。
ロ
ー
マ
字
入
力
に
は
使
わ
な
い
為
。
こ
れ
も
右
同
様
。 

  

一
部
の
記
号
入
力 

＋
＊
＠
‘
；
な
ど
。
こ
れ
も
右
同
様
。 

  

カ
タ
カ
ナ
直
接
入
力 

ひ
ら
が
な
入
力
後
、
変
換
で
。
単
語
程
度
な
ら
Ｉ
Ｍ
Ｅ
が
変
換
し
て
く
れ 

る
。 
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三
、 

各
指
の
意
識
配
分
表 

  

馬
蹄
形
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
か
ら
の
代
表
的
な
意
識
配
分
を
示
し
た
。
表
に
な
い
キ
ー
は
マ
イ
ナ
ー
な

の
で
、
最
初
は
覚
え
る
よ
り
探
し
た
ほ
う
が
速
い
だ
ろ
う
。 

  

図 

意
識
配
分 
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四
、 

使
用
環
境
と
導
入
法 

  
W

in
d

o
w

s

／
日
本
語
変
換IM

E

／Q
W

E
R

T
Y

キ
ー
ボ
ー
ド 

 

キ
ー
配
列
変
更
ア
プ
リD

v
o
ra

k
j

上
で
動
い
て
い
ま
す
。 

 

（D
v
o
ra

k
j

がW
in

d
o
w

s

専
用
な
の
で
。
Ｍ
ａ
ｃ
の
み
な
さ
ん
ご
め
ん
な
さ
い
） 

 

縦
書
き
専
用
で
す
。
横
書
き
は
カ
ー
ソ
ル
移
動
の
挙
動
が
一
部
お
か
し
い
で
す
。
（
カ
ー
ソ
ル
キ
ー
書
き

換
え
た
カ
タ
ナ
横
式
も
リ
リ
ー
ス
予
定
） 

    
D

v
o
ra

k
j

と
カ
タ
ナ
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
以
下
の
よ
う
に
設
定
し
ま
す
。 

 
D

v
lra

k
j:  

b
le

ch
m

u
sik

.x
ii.jp

/d
v
o
ra

k
j 

 

カ
タ
ナ
式: 

カ
タ
ナ
式.tx

t 

 

な
お
、D

v
o
ra

k
j

は
イ
ン
ス
ト
ー
ル
の
必
要
が
な
く
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
な
ど
に
入
れ
て
持
ち
運
べ
る
キ
ー
配
列
変

更
ソ
フ
ト
で
す
。
複
数
の
パ
ソ
コ
ン
（
共
用
、
出
先
な
ど
）
で
同
じ
設
定
を
利
用
で
き
、
ロ
グ
ア
ウ
ト
で

元
に
戻
る
優
れ
も
の
で
す
。 

  

１ 
D

v
o
ra

k
j

を
置
く
場
所
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。W

in
d

o
w

s

な
らc

ド
ラ
イ
ブ
上
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
な
ら
最 

上
層
か
な
。 

  

２ 

起
動
し
、
設
定
を
以
下
の
よ
う
に
い
じ
り
ま
す
。 

  
 
 

入
力
全
般 

 
S

a
n

d
s

な
ど 

「S
a

n
d

s: [S
p

a
ce

]

に[S
h

ift]

の
機
能
も
担
わ
せ
る
」
…
…
オ
ン 

 

Ｉ
Ｍ
Ｅ
関
連 

「
Ｉ
Ｍ
Ｅ
の
状
態
の
変
更
（
直
接
入
力
と
日
本
語
入
力
の
切
り
替
え
）」 

 
 

 

…
…[C

trl]+
[S

p
a

ce
]

を
、
オ
ン 

 

修
飾
キ
ー
関
連 

「
修
飾
キ
ー
を
押
し
下
げ
て
い
る
場
合
にQ

W
E

R
T

Y

配
列
を
使
用
す
る
」 

…
…
オ
ン 

 

日
本
語
入
力 

設
定
フ
ァ
イ
ル
…
…D

v
o
ra

k
j

フ
ォ
ル
ダ
の
中
のu

se
r

の
中
に
「
カ
タ
ナ 

式.tx
t

」
を
入
れ
、
そ
れ
を
選
択 

「
日
本
語
入
力
の
設
定
／
日
本
語
入
力
配
列
を
日
本
語
入
力
時
に
の
み
使

用
す
る
」
…
…
オ
ン 

 
 

 

「[S
h

ift]+
[

文
字]

の
と
き
／
未
設
定
の
と
き
に
は
何
も
発
行
し
な
い
」
… 

…
オ
ン 
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単
一
キ
ー 

 
[E

sc]

な
ど 

[C
a
p

s L
o
ck

] 

直
接
入
力
時 

…
…
「
日
本
語
入
力
に
す
る
」 

日
本
語
入
力
時
…
…
「
直
接
入
力
に
す
る
」 

 
[

無
変
換]
な
ど 

[

無
変
換]  

直
接
入
力
時 

…
…
「
直
接
入
力
に
す
る
」 

 
 

 
 

 

日
本
語
入
力
時
…
…
「
直
接
入
力
に
す
る
」 

 
 

 
[

変
換] 

 

直
接
入
力
時 

…
…
「
日
本
語
入
力
に
す
る
」 

 
 

 
 

 

日
本
語
入
力
時
…
…
「
日
本
語
入
力
に
す
る
」 

 

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
キ
ー 
「
独
自
の
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
キ
ー
」
…
…
オ
ン 

 
 

 
 

こ
の
設
定
を
利
用
し
て
、
登
場
人
物
名
を
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
キ 

ー
に
登
録
で
き
ま
す
。 

u
s
e
r

フ
ォ
ル
ダ
下
に
「
て
ん
ぐ
探
偵
人
物
表.tx

t

」
を
置
き
、
選 

択
。
フ
ァ
イ
ル
名
も
内
容
も
自
由
に
書
き
換
え
て
く
だ
さ
い
。 

 
 
 

そ
の
他 

 

起
動
時
の
設
定 

ロ
グ
オ
ン
時
にD

v
o
ra

k
j

を
起
動
す
る
…
…
オ
ン 

 
 

 
D

v
o
ra

k
j

起
動
時
に
設
定
画
面
を
最
小
化
す
る
…
…
オ
ン 

 

ホ
ッ
ト
キ
ー 

D
v
ra

k
j

用
の
ホ
ッ
ト
キ
ー
を
有
効
に
す
る
…
…
オ
ン 

 
 

 
 

実
行
を
停
止
す
る 

C
-_

（
全
て
半
角
。
大
文
字C

、
ハ
イ
フ
ン
、 

ア
ン
ダ
ー
ス
コ
ア
） 

 
 

 
 

実
行
を
再
開
す
る 

C
-~

（
同
、
半
角
ニ
ョ
ロ
） 

 

３ 
D

v
o
ra

k
j

の
ウ
イ
ン
ド
ウ
を
最
小
化
す
れ
ば
使
用
で
き
ま
す
。
ワ
ー
ド
な
ど
を
立
ち
上
げ
、
原
稿
を 

縦
書
き
設
定
に
し
て
か
ら
お
使
い
下
さ
い
。 

ま
た
、
こ
のD

v
o
ra

k
j

フ
ォ
ル
ダ
を
丸
ご
と
Ｕ
Ｓ
Ｂ
に
入
れ
れ
ば
、
カ
タ
ナ
式
を
持
ち
運
び
、
任 

意
の
パ
ソ
コ
ン
上
で
使
え
、
か
つD

v
o
ra

k
j

終
了
後
Ｕ
Ｓ
Ｂ
を
抜
け
ば
元
通
り
。 

 

４ 

登
場
人
物
表
は
、
長
編
を
書
く
の
に
有
用
で
す
。
フ
ァ
イ
ル
を
複
数
作
れ
ば
、
複
数
を
同
時
進
行 

 
 

で
書
け
ま
す
（
順
次
、
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
キ
ー
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
）。 
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付
録 

カ
タ
ナ
式
シ
ー
ル 

  
 
 

用
意
す
る
も
の
…
…
カ
ッ
タ
ー
、
貼
っ
て
は
が
せ
る
糊 

 

１ 

以
下
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
、
カ
ッ
タ
ー
で
切
り
抜
き
、
キ
ー
ボ
ー
ド
に
貼
っ
て
下
さ
い
。 

 

２ 

馬
蹄
形
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
キ
ー
の
下
部
に
、
カ
ッ
タ
ー
で
線
を
入
れ
た
り
、
や
す
り
で
削
る
な 

 

ど
し
て
立
体
的
な
手
掛
か
り
を
作
っ
て
て
下
さ
い
。
ブ
ラ
イ
ン
ド
タ
ッ
チ
の
時
便
利
で
す
。 

 

３ 

紙
を
貼
る
こ
と
で
手
触
り
が
変
わ
る
の
が
嫌
な
人
は
、
キ
ー
を
直
接
入
れ
替
え
た
り
（
ノ
ー
パ
ソ
な 

 

ど
の
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
式
な
ら
外
す
の
は
容
易
）、
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
で
削
っ
て
マ
ジ
ッ
ク
で
書
く
な
ど
し 

 

て
下
さ
い
。 

 

４ 

安
価
な
キ
ー
ボ
ー
ド
を
購
入
し
、
カ
タ
ナ
式
に
キ
ー
を
入
れ
替
え
た
対
応
キ
ー
ボ
ー
ド
とQ

W
E

R
T

Y
 

キ
ー
ボ
ー
ド
を
使
い
分
け
る
手
も
あ
り
ま
す
。
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
社
のB

S
K

B
B

2
2

（
白
）
は
、1

5
0
0

円 

程
度
で
買
え
る
ブ
ル
ー
ト
ゥ
ー
ス
キ
ー
ボ
ー
ド
な
の
で
、
捨
て
る
つ
も
り
で
試
す
の
も
ア
リ
。
ち
な
み 

に
筆
者
は
こ
れ
を
愛
用
し
て
い
ま
す
。 

   

 

（
適
宜
拡
大
縮
小
な
ど
し
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
馬
蹄
形
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
キ
ー
は
、
下
部
の
黒
線

を
切
り
、
形
を
他
よ
り
変
え
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
） 
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付
録
２ 

チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル 

  

カ
タ
ナ
式
を
習
得
す
る
の
に
便
利
な
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。
ブ
ラ
イ
ン
ド
タ
ッ
チ
が

Q
W

E
R

T
Y

と
同
等
に
な
る
ま
で
に
は
、（
ど
の
配
列
で
も
そ
う
で
す
が
）
一
か
月
は
か
か
り
ま
す
。
で
も

習
得
す
れ
ば
、
確
実
に
楽
に
な
り
ま
す
。 

 

１ 

ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン 

  

馬
蹄
形
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
前
に
肩
慣
ら
し
！ 

 
 
 
 

 

  

Ａ
と
Ｋ
の
位
置
に
指
を
置
き
、
リ
タ
ー
ン
の
位
置
も
覚
え
ま
し
ょ
う
。
多
用
す
る
Ｂ
Ｓ
も
。 

  
 
 
 

 

 
 
 
 

 

 
 

 

例
題 

 
 

あ 

か 
 

あ
か 

か
あ 

か
か
あ 

あ
か
あ 

あ
あ
あ
あ 
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２ 
変
換
し
よ
う
！ 

  

ス
ペ
ー
ス
で
変
換
、
矢
印
で
選
択
、
リ
タ
ー
ン
で
確
定
し
て
下
さ
い
。 

 

シ
フ
ト
上
下
で
文
節
を
再
指
定
で
き
ま
す
。 

  
 
 
 

   

例
題 

 

阿 

亜 

赤 

カ
カ
ア 

 
悪
化 

閣
下 

カ
ッ
カ
ッ
カ 

     

３ 

人
差
し
指
と
小
指
を
固
定
し
よ
う
！ 

  

右
手 

Ａ
、
ん 

左
手 

Ｋ
、
Ｗ 

 

を
覚
え
て
下
さ
い
。 

 

 

 

  

例
題 

 

 
 

餡 

案 

缶 

輪 

湾 

ワ
ン 

和
歌 

和
姦 

緩
和 

 

あ
か
ん 

カ
ン
カ
ン 
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４ 
句
読
点
を
入
れ
よ
う
！ 

  

「
Ａ
」
の
右
下
に
「
、」
、「
ん
」
の
右
下
に
「
。」
が
あ
り
ま
す
。 

   
 
 
 

 

  

例
題 

 

感
、
あ
か
ん
。 

閣
下
、
乾
か
ん
。 

 

     

５ 

馬
蹄
形
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
へ
！ 

  

い
よ
い
よ
八
指
に
登
場
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
が
基
本
の
指
位
置
で
す
。 

  
 
 

 

例
題 

 

愛 

え
い 

え
え
い
い
あ
あ
。 

柿
、
夏
期
。 

課
金 

墓 

変 

蠅 

陛
下 

閉
館 

来
館 

連
関 

 

関
連 

変
換 

わ
か
ら
ん 

は
い
、
い
い
え
。 

い
い
え
、
分
ら
ん
。
は
い
、
分
り
。 

代
わ
れ
。
赤
は
永
遠
。
か
か
あ
墓
入
り
。 

恋
愛
、
快
感
、
平
和
。 

悲
観
、
楽
観
。 
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６ 
濁
音
シ
フ
ト 

  

濁
音
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。
左
親
指
で
ス
ペ
ー
ス
押
し
っ
ぱ
で
濁
音
入
力
→
離
し
、
右
親
指
で
変
換
、

と
左
右
の
親
指
で
役
割
を
変
え
る
の
が
オ
ス
ス
メ
で
す
。 

ま
た
、「
が
」
な
ら
、
ス
ペ
ー
ス
押
し
っ
ぱ
→
Ｋ
→
Ａ
で
も
、
Ｋ
→
ス
ペ
ー
ス
押
し
っ
ぱ
→
Ａ
で
も
、
な

ん
と
な
く
み
っ
つ
同
時
押
し
で
も
い
け
ま
す
。
勿
論
普
通
の
シ
フ
ト
キ
ー
で
も
Ｏ
Ｋ
。 

 

 
 
 

 

  

例
題 

 

が 

蛾 
ガ
ガ 

馬
鹿 

馬
場
が
バ
カ
。 

下
痢 

現
場 
バ
レ
エ 

演
歌
が
、
華
憐
。
び
び
れ
。
便
が
減
り
。 

   

  

７ 

少
し
ず
つ
増
や
し
ま
し
ょ
う
！ 

ラ
ス
ト
で
す
！ 

  

Ｔ
（
Ｄ
）、
Ｓ
（
Ｚ
）、
Ｕ
、
Ｏ
を
導
入
。 

  
 
 
 

 

例
題 

 

単
語 

た
だ
練
習 

ほ
う
ほ
う 

そ
う
そ
う 

放
送 

 

相
談
す
る 

過
不
足 

観
光 

健
康 

ル
ッ
コ
ラ 

そ
こ
で
そ
う
す
る
。
分
る
こ
と
は
多
い
。
馬
力
が
爽
快
。 

ぞ
っ
と
し
た
。
だ
ん
だ
ん
簡
単
。
だ
が
し
か
し
。 

こ
れ
は
ど
う
で
す
か
。
最
後
、
キ
ス
を
。
嘔
吐
し
か
け 

て
、
頑
張
る
。
労
働
者
が
闘
う
（
※
Ｓ
Ｈ
Ａ
で
ど
う
ぞ
）。 

は
っ
た
り
ば
か
り
で
、
い
い
こ
と
あ
る
か
。
全
然
い
け 

て
る
。
で
ん
ぐ
り
返
し
で
世
界
が
変
わ
っ
た
。 
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Ｙ
、
Ｎ
、
Ｍ
を
導
入
。 

 

こ
れ
で
ほ
ぼ
日
本
語
が
打
て
ま
す
。
Ｔ
は
中
指
担
当
で
す
が
、
運
指
に
よ
っ
て
は
人
差
し
指
で
打
っ
て

も
良
い
で
す
。（Q

W
E

R
T

Y

キ
ー
ボ
ー
ド
が
左
右
対
称
じ
ゃ
な
い
の
で
、
法
則
性
が
な
い
で
す
） 

 

Ｍ
は
少
し
打
ち
に
く
い
場
所
に
あ
り
ま
す
が
、
出
現
頻
度
が
小
さ
い
の
で
心
配
無
用
。 

  
 
 
 

 

例
題 

 

ヨ
ロ
シ
ク
、
哀
愁
。
や
は
り
象
は
こ
こ
に
は
い
な
い 

よ
う
だ
。
だ
か
ら
、
こ
ん
な
こ
と
し
て
て
も
し
ょ
う 

が
な
い
の
。
そ
う
だ
っ
た
の
か
。
ガ
ッ
と
や
っ
ち
ま 

い
ま
し
ょ
う
。
な
ん
で
も
か
ん
で
も
す
ぐ
出
来
る
と 

思
う
な
よ
。
続
き
は
全
然
な
か
っ
た
。
が
、
万
能
感 

が
支
配
し
て
い
る
限
り
、
反
省
な
ど
し
な
い
も
の
な 

の
だ
。
緩
い
服
を
着
て
、
あ
な
た
の
周
り
で
踊
り
を 

踊
る
の
。
何
が
起
き
て
も
恐
く
な
い
。
こ
の
刀
を
お 

守
り
に
す
る
ん
だ
。
今
日
こ
そ
、
挑
戦
的
表
現
を
習 

得
す
る
の
だ
。
脈
が
な
い
。 

  

―
、
Ｊ
、
Ｃ
Ｈ
、
Ｐ
を
導
入
。 

 

外
来
語
が
打
て
る
よ
う
に
。「
―
」
は
五
母
音
を
延
ば
す
イ
メ
ー
ジ
で
横
に
あ
り
ま
す
。「
・
」
は
区
切

り
の
イ
メ
ー
ジ
で
シ
フ
ト
「
、」
で
す
。
調
査
、
じ
ゃ
ん
け
ん
、
な
ど
も
打
ち
や
す
い
。 

  
 
 
 

 

例
題 

 

ジ
ョ
ー
カ
ー
と
呼
ば
れ
た
男
。
ポ
ー
ズ
気
取
っ
て
。 

チ
ョ
ー
ク
ス
リ
ー
パ
ー
・
ホ
ー
ル
ド
。
ち
ゃ
う
ち
ゃ 

う
、
あ
れ
は
し
ょ
う
も
な
い
冗
談
や
っ
た
ん
や
。
ワ 

レ
、
ペ
ー
ペ
ー
の
癖
に
、
パ
ジ
ャ
マ
で
何
し
と
る
。 

ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ
ー
・
フ
ィ
ン
の
大
冒
険
。
プ
ー
太
郎 

の
ジ
ョ
ナ
サ
ン
。
そ
ん
な
ん
知
る
か
、
ヴ
ォ
ケ
エ
！ 

バ
ッ
ク
・
ト
ゥ
・
ザ
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
。
リ
バ
ー
・ 

ラ
ン
ズ
・
ス
ル
ー
・
イ
ッ
ト
。 
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８ 
あ
と
は
、
ご
自
由
に
！ 

  

全
て
の
キ
ー
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
覚
え
て
行
っ
て
下
さ
い
。
キ
ー
ボ
ー
ド
を
見
な
が
ら
で
も
い
い
で
す
が
、

な
る
べ
く
馬
蹄
形
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
守
り
ま
し
ょ
う
。
つ
い
一
直
線
の
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
な
り

が
ち
で
す
が
、
ら
行
や
「
え
」
が
打
ち
に
く
い
時
、
薬
指
の
位
置
を
意
識
す
る
と
良
い
か
も
で
す
。 

各
指
の
意
識
配
分
は
、
三
章
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
リ
ズ
ム
の
コ
ツ
は
、Q

W
E

R
T

Y

ロ
ー
マ
字
の
ダ
ラ
ラ
、
ダ
ラ
…
…
と
い
う
感
じ
で
は
な
く
、
た
た

た
た
た
た
た
…
…
と
い
う
一
定
の
リ
ズ
ム
が
い
い
み
た
い
。 

  

オ
ス
ス
メ
の
練
習
法
は
、
俳
句
や
短
歌
を
打
っ
た
り
、
好
き
な
歌
の
歌
詞
を
打
つ
こ
と
で
す
。
日
本
語

と
し
て
自
然
な
言
葉
の
組
み
合
わ
せ
が
、
短
く
、
沢
山
出
て
く
る
か
ら
で
す
。
慣
れ
て
き
た
ら
自
分
の
過

去
原
稿
な
ど
を
打
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
自
分
の
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
の
組
合
せ
が
一
番
し
っ
く
り
来
る
は
ず
。 

ま
た
キ
ー
ボ
ー
ド
が
な
い
時
で
も
、
目
に
つ
い
た
ポ
ス
タ
ー
の
言
葉
な
ど
を
咄
嗟
に
打
つ
イ
メ
ト
レ
を

す
る
と
と
て
も
い
い
で
す
よ
！ 

  

さ
あ
。
馬
の
蹄
の
形
に
手
を
構
え
よ
。 

 

馬
上
の
刀
で
、
闇
を
切
り
裂
け
。 
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お
ま
け 

先
行
方
式
と
の
比
較 

  

日
本
語
入
力
の
歴
史
は
、
長
い
よ
う
で
短
い
。
ト
ロ
ン
キ
ー
ボ
ー
ド
や
Ｍ
式
キ
ー
ボ
ー
ド
な
ど
の
優
れ

た
キ
ー
ボ
ー
ド
を
作
っ
て
も
、
す
ぐ
に
市
場
原
理
（
制
作
コ
ス
ト
と
普
及
率
と
い
う
ハ
ー
ド
的
要
素
と
、

新
し
い
も
の
に
慣
れ
る
の
は
し
ん
ど
い
と
い
う
心
理
的
要
素
）
の
波
に
さ
ら
わ
れ
、Q

W
E

R
T

Y

キ
ー
ボ
ー

ド
と
い
う
、
日
本
語
入
力
に
は
不
合
理
な
方
式
を
の
ま
ざ
る
を
得
な
い
。（
一
方
ス
マ
ホ
な
ど
の
新
シ
ス
テ

ム
で
は
、
フ
リ
ッ
ク
入
力
や
フ
ラ
ワ
ー
入
力
＋
予
測
変
換
な
ど
の
革
命
的
方
式
が
あ
る
）。 

  

有
志
達
が
、Q

W
E

R
T

Y

キ
ー
ボ
ー
ド
使
用
の
ま
ま
、
ソ
フ
ト
的
に
キ
ー
配
列
を
変
更
し
て
こ
の
問
題
を

解
決
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
誰
も
が

Q
W

E
R

T
Y

が
日
本
語
入
力
の
ベ
ス
ト
と
思
っ
て
い
な
い
が
、
ハ

ー
ド
的
に
新
キ
ー
ボ
ー
ド
を
作
る
余
裕
は
な
い
か
ら
だ
。 

  

先
行
者
に
は
、
カ
ナ
入
力
派
と
、
ロ
ー
マ
字
入
力
派
の
二
大
派
閥
が
い
る
。 

 

カ
ナ
入
力
は
、
一
音
一
打
鍵
が
魅
力
だ
。
一
方
、
覚
え
る
キ
ー
が
多
す
ぎ
る
。 

 

ロ
ー
マ
字
入
力
は
、
一
音
二
打
鍵
と
非
効
率
だ
が
、
使
う
キ
ー
が
少
な
い
の
が
特
典
だ
。 

 

一
長
一
短
。
最
適
解
は
な
い
。 

 

本
式
に
ロ
ー
マ
字
入
力
を
採
用
し
た
理
由
は
、
ロ
ー
マ
字
入
力
を
「
覚
え
さ
せ
ら
れ
た
」
人
が
多
い
と

考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
練
習
量
を
減
ら
せ
ば
、
移
行
も
楽
だ
ろ
う
と
踏
ん
だ
。 

  

カ
ナ
入
力
に
関
し
て
は
、
各
様
式
を
列
挙
す
る
に
留
め
て
お
く
。
ニ
コ
ラ
配
列
（
い
わ
ゆ
る
親
指
シ
フ

ト
で
、
愛
用
者
も
多
い
）
、
中
指
ニ
コ
ラ
、
月
配
列
（
２
ち
ゃ
ん
で
練
ら
れ
た
も
の
）
、
下
駄
配
列
（
中
指

シ
フ
ト
）、
新
下
駄
配
列
、
小
梅
配
列
、
花
配
列
、
飛
鳥
配
列
な
ど
。
四
段
使
う
か
、
三
段
に
お
さ
め
る
か

で
大
き
く
二
派
に
わ
か
れ
る
。
シ
フ
ト
の
や
り
方
で
も
個
性
が
あ
る
。 

  

ロ
ー
マ
字
入
力
に
は
、
Ａ
Ｚ
Ｉ
Ｋ
配
列
、
Ｓ
Ｋ
Ｙ
配
列
、
き
ゅ
う
り
配
列
、
さ
く
ら
配
列
、
和
な
ら
べ

配
列
、
や
つ
が
し
ら
配
列
、
い
ぬ
ふ
ぐ
り
配
列
、
Ｋ
ｍ
式
配
列
、P

h
o
e
n

ix

配
列
、m

y
k

e
y

配
列
、
Ｍ
式

配
列
、
つ
ば
め
配
列
、
ひ
ば
り
配
列
、
け
い
な
ら
べ
配
列
、
カ
ナ
ガ
ワ
配
列
、
Ｍ
Ｏ
Ｚ
配
列
な
ど
、
沢
山

の
方
式
が
乱
立
し
て
い
る
。Q

W
E

R
T

Y

か
ら
配
列
を
変
え
な
い
も
の
（
Ａ
Ｚ
Ｉ
Ｋ
）
は
少
数
派
で
、
殆
ど

は
「
右
手
母
音
・
左
手
子
音
」
を
採
用
し
て
い
る
よ
う
だ
。
た
だ
、
左
右
交
互
打
鍵
が
ベ
ス
ト
と
考
え
る

の
は
早
計
な
気
も
す
る
。Q

W
E

R
T

Y

で
も
、
右
手
が
快
感
の
瞬
間
が
あ
る
か
ら
だ
。P

h
o
e
n

ix

配
列
で
は

「
左
右
打
鍵
の
順
番
を
逆
に
し
て
よ
い
」
と
い
う
の
が
魅
力
に
思
え
る
。 

 

僕
が
疑
問
に
思
う
の
は
、
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
考
え
方
で
あ
る
。
果
た
し
て
横
一
列
が
人
間
の
指
の

ベ
ス
ト
ポ
ジ
シ
ョ
ン
な
の
だ
ろ
う
か
？ 

こ
れ
に
異
を
唱
え
て
い
る
の
は
Ｍ
Ｏ
Ｚ
配
列
の
み
だ
（
偶
然
、

僕
と
同
じ
解
に
た
ど
り
着
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ

Q
W

E
R

T
Y

キ
ー
ボ
ー
ド
は
左
右
非
対
称
構
造
な
の

で
、
馬
蹄
形
が
左
右
対
称
に
な
っ
て
い
な
い
の
が
惜
し
い
の
だ
）。
長
年
の
経
験
か
ら
、
横
一
列
の
ピ
ア
ノ
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式
は
、
指
が
窮
屈
な
気
が
し
て
い
る
。
馬
蹄
形
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
カ
タ
ナ
式
を
使
っ
て
み
て
、
四
指

の
楽
さ
を
実
感
し
て
ほ
し
い
。 

 

ま
た
先
行
者
の
ど
れ
も
、
カ
ー
ソ
ル
や
リ
タ
ー
ン
や
Ｂ
Ｓ
の
配
置
に
は
無
頓
着
に
最
適
化
を
目
指
し
て

い
る
よ
う
だ
。
日
本
語
は
、
変
換
確
定
し
て
は
じ
め
て
日
本
語
に
な
る
し
、
あ
あ
で
も
な
い
こ
う
で
も
な

い
と
リ
ラ
イ
ト
作
業
を
重
ね
る
こ
と
こ
そ
重
要
と
、
僕
は
考
え
る
。 

 

他
の
特
長
に
は
、
頻
出
二
重
母
音
「
お
う
」「
え
い
」「
あ
い
」
が
打
ち
や
す
い
母
音
配
置
（
和
な
ら
べ
、

や
つ
が
し
ら
、
い
ぬ
ふ
ぐ
り
、
Ｋ
ｍ
式
が
同
様
。
け
い
な
ら
べ
も
似
て
い
る
）、
頻
出
子
音
が
人
差
し
指
・

中
指
二
指
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
こ
と
（
そ
の
代
わ
り
濁
音
シ
フ
ト
と
い
う
特
殊
な
入
力
が
必
要
だ
が
、
こ

れ
は
慣
れ
か
な
）
、
句
読
点
が
打
ち
や
す
い
（
最
初
の
音
「
あ
」
の
右
下
が
「
、
」
で
、
最
後
の
音
「
ん
」

の
右
下
が
「
。
」、
と
覚
え
る
と
直
感
的
に
打
て
る
）
な
ど
が
あ
る
。
小
説
や
脚
本
を
延
々
と
書
き
続
け
る

作
業
を
想
定
し
た
、
カ
タ
ナ
式
の
利
点
だ
。 

  

こ
れ
ま
で
の
キ
ー
配
列
は
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
発
信
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
文
字

を
打
つ
現
場
に
一
番
い
て
、
か
つ
改
造
ス
キ
ル
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
。
そ
れ
ゆ
え
か
、
英
語
入
力
と

の
互
換
性
が
先
行
研
究
で
は
考
慮
に
入
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
カ
タ
ナ
式
は
そ
れ
を
捨
て
る
こ
と
で
、
日
本

語
特
化
に
割
り
切
っ
た
。
使
用
想
定
者
は
、
小
説
家
か
脚
本
家
か
ラ
イ
タ
ー
だ
。
日
本
語
の
文
章
は
、
他

に
論
文
や
仕
事
の
メ
ー
ル
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
「
カ
タ
ナ
横
式
」
に
役
割
を
譲
る
と
し
よ

う
。 

   

あ
な
た
の
こ
と
ば
が
、
な
る
べ
く
ス
ト
レ
ス
な
く
電
子
の
コ
ー
ド
に
置
き
換
わ
る
こ
と
。
カ
タ
ナ
式
が

そ
の
武
器
に
な
れ
ば
幸
い
だ
。 

  

な
お
、
横
書
き
用
の
「
カ
タ
ナ
横
式
」
、
左
利
き
用
の
「
左
カ
タ
ナ
式
」（
縦
、
横
）
も
、
近
日
リ
リ
ー

ス
予
定
。D

v
o
ra

k
j

の
知
識
が
あ
る
人
は
、
自
分
な
り
に
改
造
し
て
も
ら
っ
て
も
構
わ
な
い
。 

         


